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第８号 

い
ま
し
た
。
一
方
、
環
境
で

は
無
添
加
洗
剤
、
歯
磨
き
粉

や
石
け
ん
の
販
売
や
函
館
の

水
、
支
援
米
の
パ
ネ
ル
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
バ
ス
の
展
示
、

小
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ

の
作
り
方
等
の
個
別
の
指
導

で
、
環
境
面
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
食
の
安
全
や
地
産

地
消
の
大
切
さ
や
、
環
境
へ

の
保
全
の
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
何
？ 

 

第
２
回 

食
と
環
境
ま
つ
り 

１０
月
８
日
、
函
館
市
シ
ー

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
前
広
場
で
第

２
回
食
と
環
境
ま
つ
り
が
開

か
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
長
谷

川
義
樹
実
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
、
北
中
の
吹
奏
楽
部
の

演
奏
で
は
じ
ま
り
、
函
館
巴

臥
牛
太
鼓
で
ま
つ
り
が
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

１６
の
各
ブ
ー
ス
で
は
、
地

元
野
菜
の
格
安
販
売
や
、
豚

汁
の
無
料
提
供
、
焼
き
そ

ば
・
イ
カ
焼
き
・
ホ
タ
テ
の

炭
火
焼
き
・
道
南
ス
イ
ー
ツ

等
の
販
売
で
大
い
に
に
ぎ
わ 

地
産
地
消
を
大
切
に 

１０
月
８
日
、
函
館
市
内
で

お
お
さ
か
誠
二
オ
ー
プ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
ま
し

た
。 

 

今
回
の
テ
ー
マ
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
協
定
）
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
協
定
内
容
等
に
つ
い
て
、

自
由
貿
易
の
良
い
点
と
悪
い

点
、
そ
も
そ
も
ス
タ
ー
ト
位

置
の
違
い
や
医
者
や
介
護
士

や
弁
護
士
、
さ
ら
に
、
安
い

労
働
者
を
受
け
入
れ
て
、
日

本
人
の
雇
用
は
守
ら
れ
る
の 

か
。
金
融
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

あ
ら
ゆ
る
面
で
規
制
緩
和
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
政
府
は
、
も
っ
と
時
間

を
か
け
て
慎
重
に
議
論
し
、

国
民
に
問
い
か
け
て
い
か
な

く
て
は
ら
な
い
説
明
責
任
が

あ
る
。
わ
た
し
は
今
の
段
階

で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
連
携
す
る
の

は
反
対
で
あ
る
と
意
思
表
示

さ
れ
た
後
に
、
参
加
者
か
ら

「
自
由
貿
易
も
良
い
が
、
日

本
の
産
業
を
ど
う
守
っ
て
い

く
べ
き
か
」「
日
本
人
の
知
識

や
技
術
力
を
生
か
し
、
中
小

企
業
を
守
る
政
策
が
必
要
で

は
な
い
か
」
等
の
質
疑
の
時

間
を
設
け
、
活
発
な
意
義
あ

る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
な
り
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 

 

次
回
は
、
公
務
員
の
給
与 

に
つ
い
て
の
説
明
を
す
る
と

の
こ
と
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
な 

話
題
で
す
。 

ちほんのうごき 
10 月 14 日  木古内消防協議会第 2 回定期総会   （木古内町） 
10 月 15 日  自治労渡島地方本部 自治研学習会  （知内町） 
同   日  自治労渡島地方本部 第 8 回執行委員会（北斗市） 
10 月 17 日  さようなら原発 1000 万人アクション街宣（函館市） 
10 月 22 日  函館市職労第 73 回定期大会 
同   日  福島消防職員協議会第 17 回定期総会 


